
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 6 施策№ 61 事業№ 47 15

事務事業名 文化財資産化事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策 開始 終了
H29作成課等名 生涯学習・スポーツ課 H29係等名 文化財保護係 H28担当課等名 生涯学習・スポーツ課

基本計画上
の位置づけ

政策 6 地域の自然・歴史・文化を活かし続けるまちづくり

施策 61 地域資源の発見・資産化

目
的

対象（誰・何を） 地域資源（地域にある自然・文化・歴史）
対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

存在が確認された地域資源（累計：
件）

3127

意図（どういう状態
にするか）

申請等がなされた物件が指定文化財に値するかを調査・
審議し、妥当と判断したものを文化財指定する

文化財指定候補数(累計：件) 118向上させたい上位施
策の成果指標

①活用できる状態の整った地域資産の数（累計）

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

国・県・市指定等されている文化財数(累計：件) 179 175 180 176
飯田古墳群の国史
跡指定による重複す
る県・市指定件数の

成果
指標

調査・審議をした文化財の数（単年度：件） 10 10 10 10

定性
目標

事
業
概
要

・多様な地域資源について、教育委員会の各機関、研究者や研究団体及び機関が行った研究情報を集約・整理する。
・指定候補物件及び類例について調査を行い、指定候補となる物件については、飯田市文化財審議委員会に指定の適否等を諮問す
る。
・文化財審議委員会で指定妥当との答申を受けた物件について、飯田市教育委員会で指定を決定し、公表する。

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

１　未指定文化財の調査・研究を実施し、個人・団体からの情報提供を受
け活用可能なデータとして登録
２　文化財審議委員会の開催
３　指定申請物件の調査
４　新たに指定した文化財の公表

１　データベースの登録件数

２　開催回数
３　調査件数
４　指定文化財の数

１　10件

２　３回
３　10件
４　５件

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 149 213 199 0

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 149 213 199

人件費計（千円）② 1,788 1,788 2,146 0

正規職員所要時間 500 500 600

臨時職員所要時間

総事業費①+② 1,937 2,001 2,345 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

「飯田古墳群」の国史跡指定、「史跡恒川官衙遺跡」の追加指定、「天竜川の舟下り」の市民俗文化財指定、「丸山の早生赤
梨」の市天然記念物追加指定、「柳田國男館」の国登録有形文化財への登録がなされた。

改革改善
の考え方

①問題
点

上村・南信濃地区には数多くの地域資源が所在するものの、民俗文化財を除き、価値の顕在化と資産化が進んでい
ない。

②改革
提案

上村・南信濃地区の地域資源に焦点を当てた調査を行い、価値を顕在化したうえで文化財指定に向けた取組みを進
める。


